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横浜市新市庁舎の市民協働・共創スペースの検討状況について（報告） 

 
１ 経緯 

  現在、建設中の横浜市新市庁舎の低層部には、市民協働・共創スペースが整備されることとな

っており、第２期横浜市市民協働推進委員会からは「新市庁舎における市民協働スペースについ

て（建議）」をいただきました。 
  平成 29 年度は、いただいた御意見を基に、関係局とともに、新たな機能を次年度以降の運営

事業者の選定に向けた検討を進めて参りましたので、進捗状況を報告させていただきます。 
   
２ 検討状況 

 (1) 新市庁舎低層部の財産区分等について 

   新市庁舎低層部全体の管理運営面について検討を進めた結果、新市庁舎の玄関口（メインエ

ントランス）であることを踏まえ、屋根付き広場等の低層部の財産区分を「庁舎」（商業機能

の部分は除く。）とします。 

   今後、運用基準や使用ルールについて検討してまいりますが、市民協働・共創スペースも低

層部全体の方向性に従います。 

 (2) 市民協働・共創スペースの機能について 

   新たな取組としての「総合提案窓口機能」を円滑に運営できるよう、市民との対話を通じた

提案を受け付け、様々な主体と協働しながら課題解決の道筋をつけるまでの流れの検討や、そ

れに伴い必要となる庁内体制の検討を進めています。 

   また、運営事業者に求められる資質や体制はどのようなものかを整理するための調査を実施

しています。詳細については今後の委員会で報告させていただきます。 

 
３ 次年度以降のスケジュール（予定） 

内容 
年度 

30年度 31年度 32 年度 

市民協働・共創スペ

ース運営団体選定 

・運営基準の策定 
・業務仕様書の策定 
・募集要項の作成 

・募集要項確定 
・業者選定手続き 
・契約手続き 

事業開始 
（６月以降） 

市民協働推進委員会

における検討事項 
・募集要項に関する審議 ・募集要項に関する審議 

・業者選定にかかる審議 
 

 
４ （参考）建設工事の進捗状況 

  平成 29 年８月１日に着工し、現在は鉄骨工事や１階先行床工事が行われています。 

 

５ 添付資料 

 (1) 新市庁舎１階・２階及び地下１階平面図（抜粋） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２階平面 

：市民などによる活用が想定されるエリア（総務局が運営する部分） 

： 〃           （市民局が運営する部分） 

：商業施設 

参 考 

１階・２階平面図  

地下１階平面図  

【 １ 階 】 

【 ２ 階 】 

 

：自動二輪車等駐車場（約 60 台） 

：一般駐車場（約 180 台） 
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